
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本作業療法士連盟ニュース 2013.冬 

新
し
い
年
を
迎
え
て
早
ひ
と
月
が
経
ち
、
日
本
作
業
療
法
士
連
盟
も
発
足
か
ら
四

年
目
を
迎
え
た
。
昨
年
末
の
会
長
職
任
期
満
了
に
伴
い
、
会
員
の
方
々
含
め
立
候
補

を
募
っ
た
次
第
で
は
あ
る
が
、
私
が
会
長
と
し
て
立
候
補
し
二
期
目
を
務
め
る
こ
と

と
な
っ
た
。
引
き
続
き
、
よ
ろ
し
く
ご
指
導
・
ご
協
力
を
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い

し
た
い
。 

 

日
本
作
業
療
法
士
連
盟
は
、
発
足
当
時
か
ら
政
界
の
情
勢
は
落
ち
着
か
ず
、
政
権

政
党
で
あ
る
民
主
党
の
議
員
を
中
心
と
し
て
私
た
ち
の
要
望
を
代
弁
し
て
も
ら
え

る
方
を
探
し
求
め
る
活
動
を
続
け
て
き
た
。
そ
の
状
況
に
つ
い
て
は
折
に
触
れ
て

（
一
社
）
日
本
作
業
療
法
士
協
会
と
情
報
交
換
し
、
相
互
に
役
割
分
担
・
協
力
を
し

な
が
ら
活
動
を
推
し
進
め
て
き
た
。
連
盟
会
員
の
方
々
に
は
連
盟
ニ
ュ
ー
ス
で
写
真

を
交
え
な
が
ら
状
況
の
お
知
ら
せ
も
し
て
き
て
い
る
が
、
３
年
３
か
月
の
間
に
総
理

が
三
人
替
わ
る
と
い
う
不
安
定
な
政
権
下
で
、
保
健
医
療
福
祉
領
域
に
お
け
る
作
業

療
法
士
の
重
要
な
役
割
を
代
弁
者
の
方
々
に
十
分
に
語
る
時
間
的
と
い
う
か
、
期
間

と
し
て
の
余
裕
が
な
か
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。 

 

さ
て
、
平
成
24
年
の
年
末
12
月
27
日
に
政
権
が
自
由
民
主
党
に
移
り
、
第
二
次

安
倍
内
閣
が
発
足
し
た
。
政
権
政
党
が
新
た
に
な
っ
た
状
況
下
で
実
効
性
の
あ
る
代

弁
者
を
増
や
す
べ
く
、
今
年
も
私
た
ち
と
一
緒
に
連
盟
会
員
と
し
て
積
極
的
に
活
動

を
し
て
い
た
だ
け
る
方
の
入
会
を
期
待
し
て
い
る
。 

そ
し
て
、
連
盟
会
員
の
方
々
自
身
が
当
連
盟
の
成
長
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
、
そ

ん
な
活
動
を
本
年
も
続
け
て
い
き
た
い
。 

    

発
足
四
年
目
を

迎
え
て 

開催日    平成 25年 2月 3日（日） 

開催場所   ハートンホテル北梅田 

（地下鉄御堂筋線中津駅 4番出口より徒歩 2分） 

プログラム（予定） 

14：00～14：45  日本作業療法士連盟 定期総会 

15：00～     研修会・懇親会 

「これからの介護保険制度（仮題）」          

          講師：桝屋敬悟 衆議院議員（厚生労働副大臣） 

  

会費       研修会 3000円 

         懇親会 5000円 

 

桝屋敬悟 衆議院議員 

平成 25 年 定期総会・研修会・懇親会 

日
本
作
業
療
法
士
連
盟 

会
長 

杉
原
素
子 



山
口
か
ず
ゆ
き
国
政
セ
ミ
ナ
ー
２
０
１
２ 

 

日
時 

 

平
成
24
年
12
月
22
日
（
土
） 

会
場 

 

T

K

P
田
町
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本作業療法士連盟ニュース 2013.冬 

 

衆
議
院
議
員
在
任
中
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
充
実

に
力
を
入
れ
、
と
り
わ
け
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
介

護
の
重
要
性
を
訴
え
て
き
た
山
口
和
之
氏
。
こ
の
度
は

講
師
に
元
内
閣
総
理
大
臣
・
田
中
角
栄
氏
の
秘
書
を
務

め
ら
れ
た
朝
賀
昭
先
生
を
招
い
て
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
総
勢
87
名
。
日
本
作
業
療
法
士

連
盟
か
ら
は
、
杉
原
素
子
会
長
、
谷
隆
博
副
会
長
、
長

井
陽
海
関
東
・
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
、
河
原
克
俊
氏

が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

セ
ミ
ナ
ー
に
お
い
て
は
、
講
師
の
朝
賀
先
生
よ
り

「
我
々
の
政
策
実
現
の
た
め
に
、
今
か
ら
我
々
が
や
る

べ
き
こ
と
」
に
つ
い
て
の
ご
助
言
が
あ
り
、
続
い
て
山

口
氏
か
ら
こ
れ
ま
で
の
国
政
報
告
及
び
今
後
の
決
意
表

明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

引
き
続
き
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
参
加
者
か
ら
山
口

氏
に
多
く
の
激
励
の
言
葉
が
あ
り
、
次
期
参
議
院
選
挙

に
向
け
て
の
足
が
か
り
と
な
る
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご講演中の朝賀昭先生 左：山口和之氏 右：朝賀昭先生 

平成 24 年 11 月 1 日 

～ 

平成 25 年 1 月 31 日 

連盟活動一覧 

平成 24 年 12 月 

 

田野瀬良太郎衆議院議員

（当時）秘書難波氏 

来訪 

 

長尾敬衆議院議員（当時）

来訪 

 

 

＜渉外部＞ 

 

平成 24 年 11 月 2 日 

第 1 回山口和之選対本

部・政治参加特別委員会 

合同拡大会議 

 

平成 24 年 11 月 20 日 

第4回 日本の福祉を考え

る会 

 

平成 24 年 11 月 28 日 

えとうせいいちと明日を考

える会 2012Winter 

 

平成 24 年 12 月 22 日 

山口かずゆき政経セミナ

ー2012 

 

 

 

 

去
る
第
46
回
衆
議
院
議
員
選
挙
に
お
い
て
は
、
日
本
作
業
療
法
士
連
盟
に
も

数
名
の
候
補
者
か
ら
応
援
要
請
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

応
援
要
請
の
あ
っ
た
田
野
瀬
良
太
郎
前
衆
議
院
議
員
の
地
盤
を
引
き
継
い

だ
田
野
瀬
太
道
氏
、
長
尾
敬
前
衆
議
院
議
員
に
、
日
本
作
業
療
法
士
連
盟
と
し

て
推
薦
状
を
発
行
し
ま
し
た
。
ま
た
大
阪
府
理
学
療
法
士
連
盟
が
推
薦
し
て
い

た
西
野
こ
う
い
ち
氏
か
ら
も
応
援
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。
突
然
の
衆
議
院
解
散

か
ら
選
挙
当
日
ま
で
期
間
が
短
く
、
連
盟
と
し
て
確
固
た
る
応
援
の
形
を
示
す

こ
と
は
困
難
で
し
た
が
、
結
果
と
し
て
は
田
野
瀬
太
道
氏
、
西
野
こ
う
い
ち
氏

が
見
事
当
選
さ
れ
ま
し
た
。 

今
後
も
、
作
業
療
法
の
有

用
性
を
理
解
し
作
業
療
法

士
を
応
援
し
て
く
だ
さ
る

方
々
と
の
関
係
を
大
切
に
、

政
治
団
体
と
し
て
の
活
動

を
地
道
に
継
続
し
て
ま
い

り
ま
す
。 

奈良 4 区に自由民主

党から出馬し初当選

した田野瀬太道衆議

院議員 

第
46
回
衆
議
院
議
員
選
挙 

応
援
報
告 


